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１．Ｈ－ⅡＡロケット１１号機の打上げ準備状況

Ｈ－ⅡＡロケット１１号機の射場作業を今年１０月１日
より開始。

射場作業の一環として実施した、全段射点総合点検（機
体と射場設備間インタフェースの最終確認）を問題なく
終え、Ｈ－ⅡＡ２０４型の開発が完了したことを確認し
た。

１１月９日に実施した極低温点検において確認された不
適合についても適切に処置を完了。

技術試験衛星Ⅷ型（ＥＴＳ－Ⅷ）「きく８号」を格納し
た衛星フェアリングとロケット機体との結合作業を問題
なく完了。また、ロケット機体の機能が良好であること
を確認した。

ロケット、衛星系等、全系の準備が整っていることを確
認し、１２日よりカウントダウン作業を開始。

（打上げ日時）

打上げ日：平成１８年１２月１６日（土）
打上げ時間帯：１５：３２～１５：４４（ＪＳＴ）（※）
打上げ予備期間：平成１８年１２月１７日（日）～２月２８日（水）
（※）打上げ日が１２月１６日の場合。

打上げ時刻は、打上げ日により変化する。
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１段結合 ２段結合 SRB-A(4本）結合作業完了

機体組立作業

極低温点検（Ｆ－０） 衛星フェアリング／ロケット機体結合作業

(H18.10.2) (H18.10.2) (H18.10.9)

(H18.11.9) (H18.12.1)

カウントダウン作業へ

(H18.12.7)


